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第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．第52期第３四半期連結累計期間及び第52期第３四半期連結会計期間については潜在株式が存在しないため、

第51期については１株当たり当期純損失となったため、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金

額を記載しておりません。 

回次 
第52期 

第３四半期連結 
累計期間 

第52期 
第３四半期連結 

会計期間 
第51期 

会計期間 
自平成20年４月１日 
至平成20年12月31日 

自平成20年10月１日 
至平成20年12月31日 

自平成19年４月１日 
至平成20年３月31日 

売上高（百万円） 201,293 61,982 293,616 

経常利益（百万円） 4,810 460 9,402 

四半期（当期）純損益（百万円） 1,948 133 △606 

純資産額（百万円） － 116,508 117,356 

総資産額（百万円） － 209,077 206,750 

１株当たり純資産額（円） － 688.28 692.48 

１株当たり四半期（当期）純損益

金額（円） 
11.59 0.80 △3.61 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
－ － － 

自己資本比率（％） － 55.3 56.3 

営業活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
△2,891 － △10,167 

投資活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
2,426 － 4,177 

財務活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
△3,286 － △2,753 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円） 
－ 45,465 48,873 

従業員数（人） － 5,123 5,097 
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２【事業の内容】 

 当第３四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社における異動もありません。 

  

  

３【関係会社の状況】 

 当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

  

４【従業員の状況】 

(1）連結会社の状況 

 （注）１．従業員数は就業人員数であります。    

        ２．平均臨時従業員数は、臨時従業員の総数が従業員数の100分の10未満であるため記載を省略しております。 

(2）提出会社の状況 

 （注）１．従業員数は就業人員数であります。 

        ２．平均臨時従業員数は、臨時従業員の総数が従業員数の100分の10未満であるため記載を省略しております。 

  

平成20年12月31日現在

従業員数（人） 5,123   

平成20年12月31日現在

従業員数（人） 4,305   
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第２【事業の状況】 

１【生産、受注及び販売の状況】 

(1）生産実績 

 当第３四半期連結会計期間における生産実績は、次のとおりであります。 

 （注）１．金額は販売価格によっており、消費税等を含んでおりません。 

２．当社グループの製造部門における部材生産額を記載しております。 

(2）受注状況 

 当第３四半期連結会計期間における受注状況は、次のとおりであります。 

 （注） 金額は販売価格によっており、消費税等を含んでおりません。 

(3）販売実績 

 当第３四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。 

 （注）１．金額は消費税等を含んでおりません。 

 ２．当社グループでは、建物の完成引渡しが第２四半期・第４四半期に集中することから、通常、第３四半期の

売上高の割合が相対的に低くなる傾向にあります。 

３．主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、当該割合が100分の10未満のため記載を省略して

おります。 

２【経営上の重要な契約等】 

  当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

  

  

  

区分 金額（百万円） 

住宅事業 22,631 

区分 受注高（百万円） 
受注残高 

（百万円） 

住宅事業 60,706 145,828 

区分 金額（百万円） 

住宅事業 61,982 
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３【財政状態及び経営成績の分析】 

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において、当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。 

  

（１）業績の状況 

 当第3四半期連結会計期間のわが国経済は、米欧を中心に金融不安が急速に深刻化したことによる世界景気の加速

度的な悪化が、国内の実体経済にも影響を及ぼすとともに円高が企業業績を圧迫し、主要産業では大幅減産を余儀な

くされ、雇用環境の悪化等景気の減速懸念が一段と高まりました。                       

 住宅業界におきましては、新設住宅着工の回復に力強さはなく、また、このような経済環境下、雇用不安による個

人所得の不透明感や株式市場の急落による金融資産の目減りにより、住宅購入意欲は冷え込み、大変厳しい環境にな

っております。 

 このような厳しい事業環境のなか、戸建住宅事業においては、女性の視点で開発された家事を効率化する当社オリ

ジナルなくらし方の提案、資産活用事業では光触媒のタイル外壁と最高ランクの耐震性能を備えたオール電化賃貸住

宅の訴求、分譲事業ではホームページを活用した不動産フェアの開催、リフォーム事業ではパナソニックグループの

総合力と住宅会社ならではのノウハウを活かしたエコライフ・リフォームの推進などを図るとともに“見て・触れ

て・試して”実感できる『宿泊体験モデルハウス』の積極展開により、販売強化に努めました。 

 また、環境意識の高まりのなか、先進のエコ技術を生かして創エネ・省エネを追及し、ＣＯ２排出量の削減や光熱

費の節約を実現する「一歩先のエコ」への取り組みをより推進し、国土交通省の［住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル

事業］に連続採択されるなど、住宅性能に加え当社の快適性と住まい方の提案力がトータルに高く評価されました。

  

 当第3四半期連結会計期間の業績につきましては、主力である建築請負事業は住宅ローン減税制度の適用期限であ

った12月までの引渡しが堅調であったため増収となりましたが、分譲事業は急激な市況の悪化から減収となったこと

などにより、売上高は619億8千2百万円となりました。また、増収に加えてコストダウンの推進等により、営業利益

は4億2百万円、経常利益は4億6千万円、四半期純利益は1億3千3百万円となりました。 

                                                   

 当第3四半期連結累計期間の業績につきましては、増収・増益となりました。 

売上高は、建築請負事業は増収となりましたが、分譲事業が減収となったことなどにより、2,012億9千3百万円とな

りました。利益につきましては、増収に加えてコストダウンの推進と昨年8月に実施しました事業構造改革の効果等

により、営業利益は48億1千6百万円、経常利益は48億1千万円、四半期純利益は19億4千8百万円となりました。 

  

 （２）財政状態の分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第3四半期連結会計期間末における資産総額は、前連結会計年度末と比較すると、現金預金が214億8百万円減少

し、投資その他の資産が37億4千2百万円減少しましたが、分譲用の土地などの販売用不動産が117億7千3百万円増加

し、また譲渡性預金の取得などにより有価証券が178億7千万円増加したことにより、23億2千7百万円増加の2,090億7

千7百万円となりました。 

  負債総額は、前連結会計年度末と比較すると、支払手形・工事未払金等が9億4千1百万円増加し、また仕掛工事が

増え、未成工事受入金が56億7千万円増加したことなどにより、31億７千5百万円増加の925億6千８百万円となりまし

た。 

 純資産の部におきましては、前連結会計年度末と比較すると、四半期純利益の計上や配当金の支払等により、8億4

千8百万円減少の1,165億8百万円、自己資本比率は55.3％となりました。  

  

②キャッシュ・フローの状況 

 

＜当第３四半期連結会計期間＞ 

 

 当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、営業活動によるキャッ

シュ・フローで資金の減少が108億2千5百万円、投資活動によるキャッシュ・フローで資金の増加が8億2千9百万

円、財務活動によるキャッシュ・フローで資金の減少が12億7千4百万円となったこと等により、現金及び現金同等

物の当四半期末残高は、第２四半期連結会計期間末に比べ112億9千7百万円減少の454億6千5百万円となりました。 
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 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは売上債権の減少額28億9千万円などの資金の増加とたな卸資産の増加額85億

6千8百万円や仕入債務の減少額53億2百万円などの資金の減少により108億2千5百万円の減少となりました。 

  

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは投資有価証券の売却及び償還による収入7億円や貸付金の回収による収入4

億5千3百万円などの資金の増加と有形固定資産の取得による支出2億7千8百万円などの資金の減少により8億2千9百

万円の増加となりました。 

  

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは配当金の支払額12億6千1百万円などにより12億7千4百万円の資金の減少と

なりました。 

  

＜当第３四半期連結累計期間＞ 

 

 当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、営業活動によるキャッ

シュ・フローで資金の減少が28億9千1百万円、投資活動によるキャッシュ・フローで資金の増加が24億2千6百万

円、財務活動によるキャッシュ・フローで資金の減少が32億8千6百万円となり、新規連結に伴う現金及び現金同等

物の増加額が3億7千3百万円あったこと等により、現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ34億7百万円減

少の454億6千5百万円となりました。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前四半期純利益42億1千5百万円、未収入金の減少額59億9千3百

万円及び未成工事受入金の増加額52億7千4百万円などの資金の増加とたな卸資産の増加額181億9千万円などの資金

の減少があったことにより28億9千1百万円の減少となりました。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは有価証券の売却及び償還による収入21億6千8百万円、投資有価証券の売却

及び償還による収入7億1千5百万円及び貸付金の回収による収入7億3千8百万円などの資金の増加と有形固定資産の

取得による支出6億4千9百万円や無形固定資産の取得による支出4億7千9百万円などの資金の減少により24億2千6百

万円の増加となりました。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは配当金の支払額25億2千3百万円や短期借入金の純減少額5億2千2百万円など

により32億8千6百万円の減少となりました。 

  

  

(３）事業上及び財務上の対処すべき課題  

   当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

(４）研究開発活動 

  当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、3億6千1百万円であります。 

 なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３【設備の状況】 
(1）主要な設備の状況 

 当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。 
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第４【提出会社の状況】 

１【株式等の状況】 

（１）【株式の総数等】 

①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

  

（２）【新株予約権等の状況】 

 該当事項はありません。 

  

（３）【ライツプランの内容】 

 該当事項はありません。 

  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

（５）【大株主の状況】 

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。 

  

  

  

  

  

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 596,409,000 

計 596,409,000 

種類 
第３四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成20年12月31日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成21年２月12日） 

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名 

内容 

普通株式 168,563,533 168,563,533 
東京証券取引所市場第一部 

大阪証券取引所市場第一部 

単元株式数は

1,000株 

計 168,563,533 168,563,533 － － 

年月日 
発行済株式 
総数増減数 
（千株） 

発行済株式 
総数残高 
（千株） 

資本金 
増減額 

（百万円） 

資本金 
残高 

（百万円） 

資本準備金 
増減額 

(百万円) 

資本準備金 
残高 

（百万円） 

  

 平成20年10月１日

～平成20年12月31日 

－ 168,563 － 28,375 － 31,953 
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（６）【議決権の状況】 

①【発行済株式】 

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

  

②【自己株式等】 

平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 

（自己保有株式）  

－ 単元株式数は1,000株 
普通株式 408,000

（相互保有株式）  

普通株式 68,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 166,707,000 166,707 同上 

単元未満株式 普通株式 1,380,533 － 
1単元（1,000株） 

未満の株式 

発行済株式総数 168,563,533 － － 

総株主の議決権 － 166,707 － 

平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義 
所有株式数
（株） 

他人名義 
所有株式数
（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

（自己保有株式）          

パナホーム㈱ 
大阪府豊中市新千里西
町１丁目１－４ 408,000 － 408,000 0.24 

（相互保有株式）          

㈱パナホーム北関東 
栃木県宇都宮市平出町
4067－３ 12,000 － 12,000 0.00 

㈱パナホーム山梨 
山梨県甲府市上石田４
丁目12－１ 9,000 － 9,000 0.00 

神奈川西パナホーム㈱ 
神奈川県平塚市明石町
２－14 1,000 － 1,000 0.00 

㈱パナホーム多摩 
東京都立川市栄町４丁
目13－３ 1,000 － 1,000 0.00 

㈱パナホーム静岡 
静岡県浜松市砂山町
324－８ 21,000 － 21,000 0.01 

京都パナホーム㈱ 
京都市山科区西野櫃川
町50－１ 19,000 － 19,000 0.01 

㈱パナホーム伊賀 
三重県名張市美旗町池
の台東６ 3,000 － 3,000 0.00 

㈱パナホーム兵庫 
兵庫県姫路市三左衛門
堀西の町205－２ 1,000 － 1,000 0.00 

㈱パナホーム大分 
大分市中島西３丁目５
－１ 1,000 － 1,000 0.00 

（相互保有株式小計） － 68,000 － 68,000 0.04 

計 － 476,000 － 476,000 0.28 
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２【株価の推移】 

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。 

３【役員の状況】 

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動は次の通りです。 

 役職の異動 

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までに職名が変更になった専任の執行役員は、

次の通りであります。 

     執行役員    永田 博彦（情報企画・情報セキュリティ担当） 

  

月別 
平成20年 
４月 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 

最高（円） 691 616 617 620 639 638 597 589 554 

最低（円） 551 569 565 541 581 549 391 450 465 

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日 

  

 常務執行役員 

経営企画・広報宣伝担当 

 新事業開発担当 

  

 常務執行役員 

経営企画・広報宣伝担当 

新事業開発担当 

情報セキュリティ 担当 

  

野々村 英彦 平成21年1月１日  
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第５【経理の状況】 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建

設省令第14号）に準じて記載しております。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から

平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 

2009/02/06 18:04:2908530256/パナホーム株式会社/四半期報告書/2008-12-31



１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 15,485 36,893

受取手形・完成工事未収入金等 2,893 4,322

有価証券 32,014 14,144

未成工事支出金 12,428 6,391

販売用不動産 60,103 48,330

製品 1,739 1,138

原材料 173 323

仕掛品 48 51

その他 10,474 16,658

貸倒引当金 △63 △151

流動資産合計 135,298 128,103

固定資産   

有形固定資産   

土地 21,236 21,251

その他（純額） 18,520 19,386

有形固定資産計 ※1  39,756 ※1  40,638

無形固定資産 2,635 2,880

投資その他の資産   

投資有価証券 10,628 14,026

その他 21,711 22,085

貸倒引当金 △954 △984

投資その他の資産計 31,385 35,127

固定資産合計 73,778 78,646

資産合計 209,077 206,750
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 34,917 33,976

短期借入金 451 950

未払法人税等 2,368 429

未成工事受入金 21,114 15,444

賞与引当金 830 2,880

売上割戻引当金 98 5

完成工事補償引当金 3,677 3,960

その他 10,001 12,362

流動負債合計 73,460 70,009

固定負債   

長期借入金 3,597 3,788

退職給付引当金 4,175 4,160

その他 11,334 11,435

固定負債合計 19,107 19,384

負債合計 92,568 89,393

純資産の部   

株主資本   

資本金 28,375 28,375

資本剰余金 31,982 31,982

利益剰余金 62,188 62,761

自己株式 △241 △218

株主資本合計 122,306 122,901

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 159 415

土地再評価差額金 △6,766 △6,764

為替換算調整勘定 － △119

評価・換算差額等合計 △6,607 △6,468

少数株主持分 809 923

純資産合計 116,508 117,356

負債純資産合計 209,077 206,750
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 201,293

売上原価 152,242

売上総利益 49,050

販売費及び一般管理費 ※1  44,234

営業利益 4,816

営業外収益  

受取利息 297

受取配当金 22

その他 402

営業外収益合計 722

営業外費用  

支払利息 170

持分法による投資損失 336

その他 220

営業外費用合計 728

経常利益 4,810

特別利益  

固定資産売却益 5

貸倒引当金戻入額 93

特別利益合計 98

特別損失  

固定資産除売却損 202

減損損失 80

たな卸資産評価損 353

ブランド統一費用 36

退職給付制度改定損 19

特別損失合計 692

税金等調整前四半期純利益 4,215

法人税等 2,280

少数株主損失（△） △13

四半期純利益 1,948
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【第３四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 61,982

売上原価 46,946

売上総利益 15,036

販売費及び一般管理費 ※1  14,633

営業利益 402

営業外収益  

受取利息 102

受取配当金 11

その他 130

営業外収益合計 243

営業外費用  

支払利息 54

持分法による投資損失 64

その他 67

営業外費用合計 186

経常利益 460

特別利益  

貸倒引当金戻入額 151

特別利益合計 151

特別損失  

固定資産除売却損 45

減損損失 5

ブランド統一費用 6

退職給付制度改定損 19

特別損失合計 77

税金等調整前四半期純利益 534

法人税等 403

少数株主損失（△） △2

四半期純利益 133
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 4,215

減価償却費 2,009

たな卸資産評価損 353

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,081

受取利息及び受取配当金 △319

支払利息 170

持分法による投資損益（△は益） 336

売上債権の増減額（△は増加） 1,685

たな卸資産の増減額（△は増加） △18,190

未収入金の増減額（△は増加） 5,993

仕入債務の増減額（△は減少） 773

未成工事受入金の増減額（△は減少） 5,274

その他 △2,851

小計 △2,629

利息及び配当金の受取額 346

利息の支払額 △206

法人税等の支払額 △402

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,891

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の売却及び償還による収入 2,168

有形固定資産の取得による支出 △649

有形固定資産の売却による収入 58

無形固定資産の取得による支出 △479

投資有価証券の売却及び償還による収入 715

貸付金の回収による収入 738

その他 △125

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,426

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △522

長期借入金の返済による支出 △215

自己株式の取得による支出 △30

配当金の支払額 △2,523

その他 5

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,286

現金及び現金同等物に係る換算差額 △11

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,763

現金及び現金同等物の期首残高 48,873

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 373

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △17

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  45,465
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

１．連結の範囲に関する事項

の変更 

(１)連結の範囲の変更 

 第1四半期連結会計期間より、従来、持

分法適用関連会社であった㈱パナホーム

多摩は議決権比率の異動により、連結の

範囲に含めております。 

 また、清算手続き中であるパナホーム

テック（マレーシア）センディリアン 

バハッド[PANAHOME TECH(MALAYSIA)

SDN.BHD.]は重要性が低下したため、当第

3四半期連結会計期間より、連結の範囲か

ら除外しております。 

(２)変更後の連結子会社の数 

14社 

２．持分法の適用に関する事

項の変更 

(１)持分法適用関連会社の変更 

 第1四半期連結会計期間より、新たに

設立した㈱パナホーム長崎を持分法適

用の範囲に含めており、また、従来、

持分法適用関連会社であった㈱パナホ

ーム多摩は議決権比率の異動により連

結子会社となったため、持分法の適用

から除外しております。 

(２)変更後の持分法適用関連会社の数 

14社 

３．会計処理基準に関する事

項の変更 

重要な資産の評価基準及び評価方法の変

更 

たな卸資産 

 たな卸資産については、従来、個別法

または総平均法による原価法によってお

りましたが、第1四半期連結会計期間よ

り「棚卸資産の評価に関する会計基準」

（企業会計基準第9号 平成18年7月5日）

が適用されたことに伴い、個別法または

総平均法による原価法（貸借対照表価額

については収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法）により算定しております。

これにより、当第３四半期連結累計期間

の営業利益及び経常利益は347百万円、

税金等調整前四半期純利益は、701百万

円減少しております。  
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【簡便な会計処理】 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

  
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

 繰延税金資産及び繰延税金

負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関し

ては、前連結会計年度末以降に経営環境

等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい

変化がないと認められるので、前連結会計

年度において使用した将来の業績予測を利

用する方法によっております。 

  
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

 税金費用の計算   税金費用については、当第３四半期連結

会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純損益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積り、税引前四半期純損益

に当該見積実効税率を乗じて計算しており

ます。 

  なお、法人税等調整額は、法人税等に含

めて表示しております。 
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【注記事項】 

（四半期連結貸借対照表関係） 

（四半期連結損益計算書関係） 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

※１．有形固定資産の減価償却累計額 

            48,587百万円 

 ２．保証債務 

住宅ローン及びつなぎローン利用によるパナホーム

購入者のために提携金融機関（三井住友銀行ほか22

社）に対して保証している金額は9,202百万円であ

ります。 

※１．有形固定資産の減価償却累計額  

49,007百万円 

 ２．保証債務 

住宅ローン及びつなぎローン利用によるパナホーム

購入者のために提携金融機関（三井住友銀行ほか24

社）に対して保証している金額は8,431百万円であ

ります。 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

※１.販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

とおりであります。 

  (単位：百万円)

広告宣伝費 3,182
販売促進費 5,367
給料及び諸手当 14,503
賞与引当金繰入額 746
退職給付費用 699
   

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

※１.販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

とおりであります。 

  (単位：百万円)

広告宣伝費 1,089
販売促進費 1,785
給料及び諸手当 4,870
賞与引当金繰入額 746
退職給付費用 228
   

 ２.当社グループでは、建物の完成引渡しが第２四半期・

第４四半期に集中することから、通常、第３四半期の

売上高の割合が相対的に低くなる傾向にあります。 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

※１.現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸 

   借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 （平成20年12月31日現在） 

                                (単位：百万円) 

 現金預金勘定              15,485 

 預入期間が３ヶ月を超える定期預金     △ 20 

 取得日から３ヶ月以内に償還期限の 

 到来する短期投資(有価証券勘定)     30,000      

 現金及び現金同等物           45,465 
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（株主資本等関係） 

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至

平成20年12月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

 普通株式   168,563千株 

  

２．自己株式の種類及び株式数  

 普通株式       465千株  

  

３．配当に関する事項 

  配当金支払額 

（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

  当社グループの事業内容は、工業化住宅「パナホーム」の製造・施工販売及び戸建分譲住宅・宅地の販売等

 を行う住宅事業のみであるため、記載しておりません。 

  

  

【所在地別セグメント情報】 

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

  全セグメントの売上高の合計額及び全セグメントの資産の合計額に占める日本の割合が90％を超えているた

 め、記載を省略しております。  

  

  

【海外売上高】 

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

  海外売上高が連結売上高の合計額の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

  

  

（有価証券関係） 

 当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）  

  前連結会計年度の末日に比べて著しい変動は認められません。   

（決議） 株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

配当の原資 
１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 

平成20年4月25日 

取締役会 
普通株式 1,261  利益剰余金 7.5 平成20年3月31日 平成20年5月29日 

平成20年10月24日 

取締役会 
普通株式 1,261 利益剰余金 7.5 平成20年9月30日 平成20年11月28日
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（１株当たり情報） 

１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（重要な後発事象） 

       該当事項はありません。 

  

（リース取引関係） 

当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

 リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引について、通常の賃貸

借取引に係る方法に準じて処理を行っており、リース取引残高が前連結会計年度末に比して著しい変動は認められ

ません。 

  

２【その他】 

 該当事項はありません。 

  

  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】 

該当事項はありません。 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

１株当たり純資産額 688.28 円 １株当たり純資産額 692.48 円

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額 11.59 円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在していないため記載しておりま

せん。 

１株当たり四半期純利益金額 0.80 円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在していないため記載しておりま

せん。 

  
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

四半期純利益（百万円） 1,948 133 

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ― 

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,948 133 

期中平均株式数（千株） 168,126 168,113 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成21年2月4日

パナホーム株式会社 

取締役会 御中 

監査法人 ト ー マ ツ

 
指定社員
業務執行社員  

公認会計士 中村 基夫  印  

 
指定社員
業務執行社員  

公認会計士 池田 賢重  印  

 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパナホーム株

式会社の平成20年4月1日から平成21年3月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成

20年12月31日まで）及び第3四半期連結累計期間（平成20年4月1日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パナホーム株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半 

期報告書提出会社）が別途保管しております。 

   ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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